
 

 

  

 

 

 

 

 

               ２０１９年４月９日（火） 

 

ばらホーム・ひまわりホーム・ゆりホーム（３・４・５歳児縦割りクラスをホームと呼ぶ）でお花見給食をしました。満開の 

桜の下で美味しい給食を食べながら異年齢児の自然な関わりが各ホームでみられました。その一コマを紹介します。 

春のあたたかな日差しを浴び
ながらの絶好のお花見日和。
楽しい様子に誘われたかのよ
うに、ちょうちょうが飛んで
きて「ちょうちょや！」「一緒
にいたいんかなぁ」などたく
さん会話を楽しみながらの給
食でした。 

ひまわりホーム 

園庭に泳いでいるこいのぼりを見て、
会話を弾ませながら食べたり、普段食
べることが苦手な子もいつもとは違
う環境の中で完食したりする子も多
く、年長児から「全部食べられてるな
ぁ、すごいなぁ」と声をかけてもらい、
喜ぶ姿など見られました。 

ばらホーム 

「きれいやなあー」「いっぱい咲いてい
るなー」「ピンク色やなあー」と気分も
ウキウキ。食欲旺盛でおかわりをして
食べました。こあらさんも初めての経
験でしたが、年長さんに「ここやでー」
と声をかけてもらったり、「おかわりほ
しいの？」と気にかけてもらったりし
ながら、安心して食べていました。 

ゆりホーム 

桜の花を見ながら食べている
と、花びらが落ちてきました。
友だちの近くにおち「また、
おちてきたらいいなぁ」「次は
どこにおちてくるかなぁ」と
会話を楽しみながら、給食を
食べました。 


